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“動く遺伝子”の動きを封じる新奇な仕組みを特定 

 

 

研究成果のポイント 

・利己的な因子である“動く遺伝子”の動きを抑える未知の現象を発見した。 

・その現象は“動く遺伝子”から作られるタンパク質を細胞膜に封じ込めるものだった。 

・“動く遺伝子”を抑えるメカニズムとして知られているエピジェネティック※な方法とは全く異な

る新奇な仕組みの存在が明らかになった。 

 

研究成果の概要 

キンギョソウの動く遺伝子（Tam3）は，温度の違いによって動く状態と動かない状態にコントロー

ルできます。動かない状態では，“動く遺伝子”から作られるタンパク質（トランスポゼース）が機

能しないように細胞の縁（細胞膜）に追いやられ，封じ込められていました。キンギョソウの未知の

タンパク質（ホストファクター）がトランスポゼースの特定のアミノ酸配列（BED-Zinc Finger）に

結合して，封じ込め作戦を実行していると考えられます。 
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研究成果の概要 
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（背景） 

 利己的な因子として知られる“動く遺伝子”は，宿主の染色体に居住する厄介な存在です。染色体

を物理的に動き回り，宿主の染色体や遺伝子の異常を引き起こすからです。この厄介者の“動く遺伝

子”の動きを抑えることが，生物にとって大事な働きの一つともなっています。これまでタンパク質

ができる前に“動く遺伝子”を抑え込むエピジェネティックと呼ばれる仕組みが唯一の対抗手段とし

て考えられていました。 

 

（研究手法） 

キンギョソウの Tam3 と呼ばれる“動く遺伝子”は，温度の違いによって動く状態と動かない状態を

作ることができるため，Tam3 を動かない状態にすることで，“動く遺伝子”の動かない仕組みを調べ

ることが可能です。研究グループは Tam3 が作り出す動き回るために必要なタンパク質（Tam3 トラン

スポゼース）に着目して，その細胞の中の居場所を様々な手法を駆使して調べました。 

 

（研究成果） 

キンギョソウは Tam3 が動かない状態の時，Tam3 トランスポゼースを細胞の縁（細胞膜）に封じ込

めて，タンパク質が働かないようにしていました。Tam3 を動く状態にすると，Tam3 トランスポゼース

が本来働く場所である細胞核に移動します。Tam3 トランスポゼースの中の BED-Zinc Finger 配列が細

胞膜に封じ込めるための鍵となっていることも明らかにしました。つまり，この BED-Zinc Finger 配

列を一部変えることで，トランスポゼースは細胞膜には移動せず，細胞核に入ってしまったのです。

宿主キンギョソウが作り出す未知のタンパク質（ホストファクター）が，Tam3 トランスポゼースの

BED-Zinc Finger 配列と結合して，Tam3 トランスポゼースを細胞膜に押し込めている状況証拠も確認

できました。 

 

（今後への期待） 

エピジェネティックな現象は“動く遺伝子”の機能タンパク質が作られる前に抑え込む作戦で，現

在広く知られているメカニズムです。一方，今回明らかになった現象は，タンパク質が作られた後に

動きを封じ込める作戦で，本研究成果が最初の事例となります。今後，様々な生物の“動く遺伝子”

で同様な仕組みが報告され，研究が進むことを期待します。 
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図 温度による Tam3 トランスポゼースのキンギョソウ細胞内での局在性の違い 

25℃では Tam3 は転移せず，Tam3 酵素タンパク質は細胞膜に観察される。一方，Tam3 が転移する 15℃

ではタンパク質は細胞核に強く観察される。 

 

 

【用語解説】 

※エピジェネティック：DNA 配列の変化を介さずに形質の発現がコントロールされる現象で，DNA メチ

レーション，RNA 分解，ヒストンの修飾などの総称である。動く遺伝子の動きを抑えるために発達した

仕組みとも言われている。 


